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舞台恐怖症 (1950)
STAGE FRIGHT

メディア 映画

ジャンル サスペンス 

製作国 イギリス

色彩 B&W

時間 110分

公開情報 劇場未公開・ビデオ発売

【解説】
　トリュフォーは“どの人物も真に危険に曝されていないから”この映画のストーリーは興味を引かな
いと言った。しかし、いかにも英国の推理ものらしい謎解き遊びがこれほど楽しく、かつスリリングな
のもヒッチ作品ならではのことで、死体がむやみやたらに転がらないのも臆病な人にはよい。その代わ
り、この映画には血の付いたドレスが重要なモチーフとして出てきて、モノクロ映画の強味でグロテス
クさは感じさせないが、恐怖はしっかり盛り上げる。Ｊ・ワイマン扮する演劇学院生イヴは車を運転し
ながら、友人のジョナサンの告白を聞く。彼は愛人の女優シャーロット（ディートリッヒ）の殺人の後
始末をしようとして女中に目撃されて逃げてきたところだという。当然のように犯人扱いされた彼をイ
ヴは海辺の別宅に住む父に匿うよう頼む。そして、シャーロットの女中を買収し、その従妹ドリスとし
て女優の身辺を探るイヴだったが、偶然知り合った刑事スミスが彼女に興味を持ち付きまとうので、せっ
かくの一人二役もバレそうになる……。ヒッチたっての望みで出演したワイマンだったが、ディートリッ
ヒの美しさに嫉妬して、女中ドリスの役も“美しく”演じてしまったため、正直、この一人二役に効果
が出切らなかった感があるが、彼女の化けの皮の剥がれかける慈善パーティはサスペンス的笑いの好見
本。父親がシャーロットを刺激しようと人形のドレスに血をつけて渡すことを考え、射的で人形を取ろ
うと奮闘するところが妙におかしかった。ただ、結末は非常に脆く、ヒッチ自身も初めの回想シーンに
偽りのあったせいだと反省している。
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